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自治体職員・事務所職員を対象に橋梁管理に関する勉強会を実施しました
静岡国道事務所は、平成２５年９月１０日（火）に老朽化が懸念される橋梁の維持管理について、自治体職員等・事

務所職員を対象に勉強会を実施しました。

○目的
・自治体職員等・事務所職員を対象に老朽化が懸念される
橋梁の維持管理を学んで頂く。

○概要
・日 時 ： 平成２５年９月１０日(火)

１３時００分～１７時００分
１部 座学

・橋梁点検の着目点について ・橋梁補修事例の紹介
２部 実地研修

橋梁点検の体験等（点検機械への乗車）
・場 所 ： 静岡国道事務所（現場：国道１号 駿河大橋）
・参加者 ： 事務所職員 ４２名

自治体職員 ２７名
（静岡県・静岡市・富士市・藤枝市・焼津市）

合計 ６９名

【勉強会の概要】

実地研修

静岡国道事務所職員による橋梁パトロール ～橋の健康状態を橋に聞く～

現在、高度成長期に建設された道路橋が高齢化を迎えております。そのため、適切に維持管理し、長期にわたって
安心して橋を通行できる状態を維持することが重要な課題となっています。
静岡国道事務所では、職員の技術力向上と、５年に１度の橋梁点検を補完することを目的に『橋梁パトロール』を実

施しています。今年度は、建設から４０年以上経過した橋梁のうち、道路や公園の上に架かる橋など５７橋のパトロー
ルを実施しております。
※１７班体制で１２月中に橋梁パトロールを完了させる予定です。

桁下に異常が無いか確認 クラックの進行状況を確認

鉄筋露出部分の応急処置

橋の健康状態を定期的に確認し、異常箇所や損傷等をまとめております。


